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４月１２日（火）から４月１３日(水)にかけて、新

入生図書館オリエンテーションが行われました。 

初めに図書館長の松村麻貴先生から「読書のス

スメ」と題して、読書する１３のメリットをお話いた

だき、次に南陽高校図書館の紹介と使い方の説

明を受け、その後一人一冊以上本を選んで貸出を

行いました。 

南陽高校には本を読む生徒がたくさんいます。

５分、１０分の”すき間時間”を有効に活用して本に

触れ、楽しみながら「読む力」を身につけましょう。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館通信 ４ 

新入生図書館オリエンテーション 

紙上おさらいオリエンテーション 

昨年度は 7つのクラスで 

1人当たり平均貸出冊数 

５．０冊以上を記録しました 

以上 

読む力は集中力、語彙力、 

表現力、論理的思考力、 

すべての基本です。 

自分の興味関心を深め、 

視野を広げよう。 

新・２，３年生も注目！ 



 

 

 

『読むだけで面白いほど成績が上がる高校生の勉強法』 

清水 章弘著， 

あさひまち 漫画・イラスト 

  KADOKAWA 

 授業の受け方から大学受験まで、 

 高校生のための勉強法のすべて 

 がまとまった一冊です。読書の力 

 に触れた章もぜひ読んでみて！ 

 

『「文系？」「理系？」に迷ったら読む本』 

  竹内 薫著，PHP研究所 

 AIの時代が到来し、社会が激変 

 するなかで、高校生はどうやって 

自分の進路を考えればよいので 

しょうか？大学の学部の選び方 

から対策までを紹介しています。 

文理選択のお役立ち図書です。 

『ぼくはイエローでホワイトで、ちょっとブルー』 

 ブレイディ みかこ著, 新潮社 

 英国人の父と日本人の母(著者) 

 を持つ「ぼく」が英国の元・底辺 

中学校で世界の課題と向き合う 

日々を描いたノンフィクション。 

続編の〈２〉もおすすめです。 

  

【新着】『大人になるってどういうこと？』 

神内 聡著，くもん出版 

この 4月から成年と未成年を 

区別する年齢が”18歳”になり 

ました。大人になるとはどうい 

うことかを考える、18歳成人の 

入門書です。 

『なるには BOOKS』シリーズ ぺりかん社 

※書影は最新刊『土木技術者に 

なるには』三上 美絵著 です。 

 

将来どんな職業に就くか迷って 

いる人は、まずこのシリーズから！ 

『大学学部調べ』編もあるよ！ 

 

『医療・福祉の仕事 見る 知るシリーズ』 

WILLこども知育研究所編，保育社 

 ※書影は『看護師の一日』です。 

  

 医療・福祉系の職業に関心がある 

人はプロフェッショナルの一日を 

読んで体験してみましょう。 

『友だち幻想：人と人の〈つながり〉を考える』 

菅野 仁著，筑摩書房 

 高校生のうちに読めるようになっ

ておきたいのが、専門的な知識や

社会の課題を分かりやすくまとめ

た、「新書」という形態の本です。 

こちらの『友だち幻想』は人間関係

を根本から見直す、社会学の本で、

「新書」初心者さんにぜひ読んでもらいたい一冊です。 

 

『安楽死・尊厳死を語る前に知っておきたいこと』  

安藤 泰至 著，岩波書店 

 「新書」と合わせて読みたいのが、

様々な分野の専門家が社会の問題

の本質をコンパクトにまとめた「岩

波ブックレット」のシリーズです。 

こちらは医療系の進路を目指す人

に読んでもらいたい一冊です。 

他のブックレットも図書館でチェックしてみてください。 

 

必読！高校生のうちに読んでおきたい本 



 


